
を掲げます。 

令和４年３月 
社会福祉法人 宇和島市社会福祉協議会

第３次 

宇和島市地域福祉活動計画
〔計画期間︓2022 年～2026 年度〕 

少子高齢社会による人口減少が進む中、生活様式や価値観が多様化し、更に近年
の新型コロナウイルス感染症の拡大は、人々のつながりの形に変容をもたらしてい
ます。また、身寄りのない高齢者等、単身世帯の増加や家族規模の縮小により、複
合的な福祉課題を抱えた世帯が増えています。 

そのような中でも、宇和島市社会福祉協議会は、一人ひとり違う「わたし」の個
性を認め活かし合うことで、人と人がつながり、信頼しあって暮らす社会に価値が
あると考えます。 

そして、私たちの暮らす宇和島が、個人の尊厳が保たれ、一人ひとりの「想い」
が活かされ、みんなが主役として生き活きと輝ける街となることを願い、この理念

概要版

基本理念 

■社会福祉協議会（社協）とは 
地域の中にある様々な福祉課題を、地域住民やボランティア、福祉・保健等の関係者、行政機関の

参加・協力を得ながら共に考え、解決を図り、誰もが住み慣れた地域で安心して生活することのでき
る「福祉のまち」の実現を目指して活動する民間の福祉団体です。社会福祉法第１０９条により位置
づけられています。 

■宇和島市社会福祉協議会について 
宇和島市社会福祉協議会は、昭和２６年に設立され、平成１７年８月１日より、旧宇和島市、吉田

町、三間町、津島町の４市町社協が合併して現在の組織体制となりました。 
『地域から「信頼される」地域に「貢献する」社協』を経営理念として掲げ、地域福祉を推進する

中核的な団体として、地域住民及び福祉組織・関係者の協働により様々な事業を展開しています。 

■地区社会福祉協議会（地区社協）について 
身近な生活の場で地域のニーズや問題を把握し、住民自らが福祉の担い手となり福祉のまちづく

りを行う活動団体です。およそ公民館単位で市内２９地区に設置され、地域福祉活動を行っていま
す。宇和島市社協は地区社協と協力・連携し、活動資金の助成等を通じて地域の方一人ひとりが支え
合う、暮らしやすいまちづくりを推進しています。 
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〒798-0003 
愛媛県宇和島市住吉町一丁目６番１６号 
（宇和島市総合福祉センター内） 
TEL 0895-23-3711  FAX 0895-24-7889 
URL http://www.uwajima-shakyo.or.jp/ 

詳細版はこちら 

QR 
コード 

＜事業の一例＞ 

ータンセアィテンラボ害災ンロサきいきいいあれふ 地区社協活動の支援 



- 1 - 

■第３次宇和島市地域福祉活動計画とは 
宇和島市社会福祉協議会（以下、「市社協」という。）は、宇和島市が定める「第３期宇和島市地域

福祉計画」と連携を図りながら、具体的な施策の一部を担い、共に宇和島市の地域福祉を推進してい
きます。 

また、地区社会福祉協議会（以下、「地区社協」という。）や地域団体・ボランティアとも連携し、
地域全体で地域福祉活動が推進されるように努めます。 

■計画の策定体制 
本計画の策定にあたっては、地域福祉に関する学識経験者や、各種団体の代表者で構成する「地域

福祉活動計画策定委員会」において審議を行いました。 
また、計画策定のため、下図①宇和島市地域福祉計画アンケート調査と、地区社協へのヒアリング

における意見の収集・分析をはじめ②～④の各種ヒアリング、更に市社協職員による 2 次計画の評
価を行い、策定委員会で協議する基礎資料づくりを行いました。 

団体・ボランティア 
地区社会福祉協議会活動計画 

地域福祉に関する 
具体的な施策 

第３次宇和島市地域福祉活動計画

連
動
・
整
合
性

第３期宇和島市地域福祉計画 

連
携

支
援

○宇和島市障がい者計画 

○宇和島市障がい福祉計画 

○宇和島市高齢者福祉計画・介護保険事業計画 

○宇和島市子ども・子育て支援事業計画 

○宇和島市健康づくり推進計画 

○宇和島市自殺対策計画 

期間︓５年間 
(2022 年度～2026 年度) 

第 3 次宇和島市地域福祉活動計画 
【理事会・評議員会 承認】 

宇和島市地域福祉活動計画策定委員会 

資料提出 
報告

アンケート・ヒアリング調査等

宇和島市地域福祉計画 
Ａ︓アンケート調査 
Ｂ︓地区社協へのヒアリング 

① 

行政計画担当者へのヒアリング 
②

意見・提言 
社会福祉法人へのヒアリング 

③ 

市社協介護保険事業所 
へのヒアリング ④ 

第２次地域福祉活動計画の評価
宇和島市社会福祉協議会（事務局） 

分析・研究

【宇和島市社会福祉協議会】 【宇和島市行政計画】
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■計画の基本目標 
本計画では、基本理念「わたしが活きる宇和島」の実現を目指し、次の３つの基本目標を

定めます。 

地域の中には、様々な課題を抱えた方がいます。しかし、その一人ひとりが意思を持ち、それぞ
れの強みを持っています。そのことを認め、その人が望む“自分らしく活きる”を支えることが大切
です。また、常に小さな声にも耳を傾け、制度の狭間にある課題に対しては、地域住民によるボラ
ンティア活動と、専門職による支援、更には企業や NPO など、分野横断的で柔軟な連携による支
え合い活動を推進し、誰一人取り残さない多様性と包摂性のある地域を目指します。 

とこいたし決解組取のへ現実標目
（１）多様な相談窓口の設置 
（２）権利擁護事業の推進 
（３）生活困窮者への支援 
（４）暮らしを支えるしくみづくり 

〇見守り・安否確認 
〇認知症や障害を抱えた独居者の支援 
〇生活困窮世帯への支援 
〇生活・移動困難者の支援 

誰もが生き活きと暮らすためには、人と人とのつながりが大切です。そのためには、多様な価値
観を持った者同士が出会い、想いを語らい、育む機会が必要となります。 

また、個性や得意を活かしたボランティア活動等に参加し、様々な人と関わる中で、喜びや愉し
さを見つけ、更につながりを強めることができれば、助け合いの輪が一層広がっていきます。そこ
で、私たち社会福祉協議会は、協働の中核の機能を発揮し、居場所づくりやボランティア活動の支
援、そして学びの機会の提供等、ポストコロナを見据えた新たな企画により地域共生社会の実現
を目指します。 

とこいたし決解組取のへ現実標目
（１）多様な住民交流の場づくり 
（２）ボランティア人材の発掘・活動の推進 
（３）福祉学習・啓発活動の推進 
（４）地区社協の支援 

〇地域のつながりの希薄化 〇ひきこもり 
〇家族の支援が受けられない世帯の増加 
〇活動の担い手不足 〇見守り・安否確認 
〇住環境の悪化 

平成３０年７月豪雨災害において、県内外の方からご支援をいただいたことは、私たちにとっ
てかけがえのない貴重な経験となりました。その経験を忘れることなく、活かすためにも、平時か
ら地域の方と話し合いを重ね、学び・活かし合い、今後起こり得る大規模災害に備えていきます。 

とこいたし決解組取のへ現実標目
（１）災害時の対応 
（２）平時の取り組み 

〇防災への備え不足 
〇地域のつながりの希薄化 

１ 自分らしく を支える

２ をつなげる

３ 大切な人を
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